
令和３年度事業、活動報告 

 

○環境講演会 

３月１１日（金曜日） しまね環境アドバイザーの森本直知様に地球温暖化と私たちの暮らしと題してお話をしていただき

ました。私たちの生活の中で環境保護のために何を取り組んだらよいか学ぶことができました。 

                   

○いずも狛犬学 

３月９日（水曜日） 一畑薬師と鰐淵寺の狛犬を現地で学びました。コミセンのセンター長が案内しお話をしました。参加

者の皆さんは狛犬の歴史を聞き、写真を撮ったりメモをとったりしました。 

                    

○同和問題研修会 

３月３日（木） 同和教育啓発指導員の園山哲男様のお話を聞きました。。差別をなくすためには同和問題を正しく理解し

行動することが大切ということを DVD を視聴したり、お話を聞いたりして理解を深めました 

                   

  

○ふるさと伊波野探訪 



３月１日（火曜日） 荒神谷博物館館長藤岡大拙様に、昔からの伊波野の成り立ちを「雲陽誌」を紐解き詳しくお話してい

ただきました。参加者の皆さんは大変興味をもって聞くことができました。 

                  

○桜並木の手入れ作業 

２月２７日（日曜日） 五右衛門川の桜並木の手入れ作業を行いました。地域のたくさんのボランティアの方々にご参加

いただきました。お陰様で今年もきれいな桜の花を咲かせてくれることでしょう。 

                   

○作ってみよう 生け花教室 

２月２７日（日曜日） チューリップの会の協力で生け花教室を行いました。フリージアや桃の花などを活けて春が待ち遠

しく思われました。久しぶりの事業で、、参加者の皆さんは生け花を通して楽しく交流の場を持つことができました。 

                  

○ふれあいものづくり教室「しめなわ作り」 

１２月１９日（日曜日） お正月に飾るしめなわ作りをしました。小学生やブラジルの方の参加がありました。地域の高齢

者の皆さんに丁寧に教えていただき、お正月の飾りができました。終わった後、みんなで一緒にぜんざいを食べ交流を

深めました。 

                  



○もちつき会 

１２月１２日（日曜日） 伊波野地区社会福祉協議会が自治協会、餅つき隊の協力でもちつき会を実施しました。親子で

の参加が多く、大人も子どもも楽しくついたり丸めたりしました。ついたお餅はみんなで分けて持ち帰りました。 

                   

○ポプラ塾「花のまち斐川・シクラメンを学ぶ」見学会 

１２月７日（火曜日） ７月に開催したシクラメンを学ぶ講座に続き、モリワキ農園さんにお邪魔して現地でシクラメンを見

せていただきました。広いビニールハウスの中で華麗なシクラメンがいっぱいに咲き誇っていました。花の出荷までのご

苦労を聞き、より一層シクラメンの花が愛おしく感じられました。 

                 

○コミセン清掃と団体交流会 

１２月６日（月曜日） 暮れの大掃除を、利用団体の方々やチューリップの会の皆さんで協力して行いました。１時間程で

コミセンの窓も花壇もきれいになりました。そのあと皆さんの活動を映像で見て、お互いの活動を知る機会としました。 

                

○住民参加の避難訓練といわの防災イベント 

１２月５日（日曜日） 避難指示が発令されたと想定し、各自治会で情報伝達訓練を実施しました。その後、一時避難所

への避難訓練を行って本部の方へ状況を報告していただきました。また、９時３０分からは防災イベントをコミセンで行い

ました。各自治会から参加していただき、７月の豪雨の被害状況をスクリーンで見たり、防災グッズの展示や消火器訓練



などを行いました。 

                

○捨てずにエコ‼ 譲って＆もらって０円フリマ！ 

１１月２７日（土曜日） 今年も地域の皆さんに不要品を出していただき、必要としている方にもらっていただく０円フリマを

開催しました。出品された方ももらった方も、たくさんの方々にご参加いただき、大変好評でした。 

                

○専門部研修「阿宮武部トンネル見学会」 

１１月２５日（木曜日） 現在工事中の阿宮武部トンネルを見学に行きました。初めに工事の担当の方より工事概要、進

捗状況など説明していただきました。参加者の方からは熱心に質問がありました。その後構内へ案内していただきまし

た。、大きい作業車を見たり、近代化した工法や安全性に憂慮したことなど実際に見ることができました。 

                     

○木工教室「ハンガーラックを作ろう」 

１１月２３日（火曜日） 伊藤製材所さんのご指導とご協力で、１５組の親子でハンガーラック作りをしました。予め用意さ

れた木材キットを組み立てて釘を打ちつけました。金づちの持ち方を教わり子ども達も上手に打つことができました。親

子の共同作業がどれも立派に完成しました。 

                  



○五右衛門川の桜がつなぐ交流会 

１１月２３日（火曜日） 春に募集したさくら川柳が書かれた看板の徐幕式に合わせ、五右衛門川桜並木の経緯をさくら愛

護会の皆さんにお話ししていただきました。温かい豚汁を食べながら桜看板や春に咲く桜を楽しみに参加者の親睦を深

めました。 

                

○子どもチャレンジ「やきいもとドッジボール」 

１１月２１日（日曜日） 子どもたちが植えて９月に収穫したさつま芋でやきいもをしました。青少年部の方に用意していた

だき、焼ける間館庭でドッジボールをして楽しく遊びました。遊んだ後やきいもを食べました。子ども達の美味しい顔がた

くさん見えました。 

                 

○同和教育講演会「外国の人との交流活動を通じて、感じたこと」 

１１月２０日（土曜日） 出雲高校の２年生の生徒さんと、外国にルーツを持つ１０代のコミュニティ「MANABIYA（まなび

や）」に通う、外国にルーツを持つ子ども達と絵を描くことの協働的な活動を通じて、感じたこと思ったことをお話ししてい

ただきました。参加者の皆さんと輪になり思い思いの感じたことや質問など話し合いました。外国の人をより身近に感じ

ることができたのではないかと思われます。 

 

○ポプラ塾「トークライブ写真がくれた生きがいとその魅力」 

１１月１４日（日曜日） 全国写真コンテスト外務大臣賞を受賞された三加茂幸子さんに、フォトクラブひまわりの川上さん

が聞き手となり、写真の魅力についてお話をしていただきました。そのあといわの文化祭の写真コンテストの発表と講評



をしていただきました。参加者の皆さんは、今まで何気なく撮っていた写真に興味が湧いたようです。 

                    

○子どもチャレンジ「とびがす山に登ろう！」 

１１月７日（日曜日） 小学生の皆さんが鳶ヶ巣山登山をしました。みんな元気に頂上まで登りました。そして鳶ヶ巣城の

お話を聞いたあと、出雲平野を眼下に楽しくおにぎりを食べました。 

                  

○専門部研修「ハイキング登山と森林セラピー」 

１１月４日（木曜日） 飯南町赤名へ賀田城跡登山と県民の森森林セラピーの２班に分かれて出かけました。どちらもガ

イドの方が案内してくださり、森林のなかで自然を満喫することができました。お昼はミセスロビンフッドで薬膳料理をいた

だきました。 

                   

○伊波野コミュニティセンター文化祭 

１０月２３日、２４日（土曜日、日曜日） ２日間にわたり文化祭を行い、たくさんの方にお出かけいただきました。出雲農林

高校の太鼓に始まり、石見神楽、西中、西野小のダンスクラブによるダンス、出雲商業高校吹奏楽部マーチングなど盛

りだくさんのイベントを開催しました。また、地域の方々の作品や子どもたちの絵や人権標語など展示もたくさんの方に

みていただきました。ガラポン抽選会などお楽しみもあり、賑やかに楽しい２日間を過ごしました。 

      



○いずも狛犬学「現地見学会」 

１０月１３日（水曜日） 出雲市小境町の狛犬について学ぶ、現地見学会を行いました。はじめに、一畑薬師の狛犬を見

学してから佐香（松尾）神社へ移動して狛犬を見学しました。あいにくの雨の中ではありましたが、実物の狛犬を前に学

習することができました。 

                     

○いわの蝶ウオーク 

１０月３日（日曜日） 秋晴れのなか、たくさんの方にご参加いただきました。そばの花が咲き誇るコミセンをスタートして、

８キロコースと１３キロコースを歩きました。実りの秋を感じながら、ウオークに心地よい汗を流しました。 

                     

○健壽のつどい 

９月２１日、２２日（火曜日、水曜日） ２日間、午前と午後にわたり地区別に「健壽のつどい」、敬老会を開催しました。健

康体操や「えくぼ」による中国変面や人形劇で楽しく過ごしました。また園児の皆さんの元気な踊りや心温まるメッセージ

映像も見ました。地区別に分かれて行いましたが、参加者の方もスタッフも大いに楽しみました。 

                     

○いわのワールドフェスタ「いわのゆかた体験」 

８月２９日（日曜日） 多文化交流イベントを行いました。外国の方に地域の方が寄付されたゆかたを着てもらい、４か所

の写真撮影コーナーで写真を撮りました。写真撮影コーナーは中学生が考えて作りました。ブラジルやイギリス、ミャンマ



ーの皆さんが来てくださり、とても楽しい交流の場となりました。 

            

○子どもチャレンジ「斐伊川であそぼう」 

８月１日（日曜日） 今年も斐伊川河川敷で川遊びをしました。暑い日だったので水がとても気持ちよく、インストラクター

の松井純さんに教えてもらいながら、みんな元気に水に流されたり、浮かんだり楽しく事故もなく遊ぶことができました。 

                   

○防災研修会 

７月３１日（土曜日） いずも Together代表野津寛延様に講演をしていただきました。参加者の皆さんは、災害の恐ろし

さや自助、共助の大切さを真剣に聞き入りました。 

                

○外国の子どもとおはなししよう 

７月２９日（木曜日） 中南米の国、ホンジュラスで NGO駐在員をされていた陰山亮子さんが、ホンジュラスやグアテマラ

の子ども達とリモートでお話が出来るようにしてくださいました。子ども達は時差の関係で朝早く集まることになりました

が、とても楽しくお話しができました。そのあと朝食にホンジュラス料理「バレアーダ」を食べました。 

                

○絵画教室 



７月２８日（水曜日） 西田弘英様に季節の野菜やくだものを描くことを教えていただきました。スイカやナス、ピーマン、ト

マトなどの夏野菜を前に子ども達は真剣に絵筆をとり、思い思いの力作に仕上げました。 

                

○伊波野ポプラ塾「花のまち斐川・シクラメンを学ぶ」 

７月２７日（火曜日） 町内でシクラメンを栽培しておられる、モリワキ農園の森脇明様にお話ししていただきました。花を

育てることの難しさや喜びを聞き、これから育つシクラメンに想いを馳せました。 

                  

○ふれあい陶芸教室 

７月２７日（火曜日） 野の花工房の井上幸子様に教えていただきました。今年は「楽しいおもしろい時計を作ろう」という

テーマで、子どもたちや高齢者の皆さんが参加されました。それぞれにかわいい時計が出来上がり、焼き上がりが楽し

みです。 

                 

〇英語であそぼう 

７月２６日（月曜日） イギリス人のルーク・セクストンさんが英語で遊んだり、やさしい英語を教えたりしてくださいました。

また、チームのみなさんによる英語の紙芝居をみました。子ども達はおおはしゃぎで楽しいひと時を過ごしました。 

                    



〇木工教室「イスづくり」と「ガーデンテーブル」 

７月２５日（日曜日）、３１日（土曜日）、８月２日（月曜日） ３日間にわたり親子で木工教室を行いました。イスは伊藤製材

所の伊藤様、テーブルは木のおもちゃ工房の福代様に教えていただきました。難しいところもありましたが、皆さんとても

すてきなガーデンテーブルやイスが完成しました。 

             

〇ふるさと再発見の旅「出雲市内の工場見学」 

７月２１日（水曜日） 伊波野地区にある清和鉄工株式会社へ見学に出かけました。地元の企業でも知らない方も多く、

皆さん興味を持って参加されました。午後からは、板倉酒造の酒蔵見学もしました。 

                

〇自然散策ウオーク「赤名湿地性植物群落」 

７月１８日（日曜日） 天候などの影響で延期していた自然散策ウオークを行いました。森の案内人の会の方々に、赤名

湿地性植物群落を案内していただきました。森の中に広がる湿地の珍しい植物のお話を聞きながら自然を満喫しまし

た。 

                    

〇ウェーブストレッチ体操教室 

７月１５日（木曜日） 健康運動指導士の倉田里美様に、ストレッチリングを使いながら体を伸ばしたりほぐしたりする体操

を教えていただきました。普段は動かさない関節や筋肉を刺激し柔軟にすることで、けがの予防になることを学びまし



た。 

                  

〇ふるさと伊波野探訪「古代山陰道をめぐる」 

７月１４日（水曜日） 荒神谷博物館企画員の宍道年弘様に昨年度の講演にひきつづき、現地での研修会を行っていた

だきました。。午前中は松江市の八雲たつ風土記の丘や朝酌地区、午後は斐川町の杉沢発掘現場で出雲国山陰道跡

の学習をしました。 

                     

〇伊波野こども見守り隊連絡会 

６月２５日（金曜日） 地域の見守り隊の方々や、斐川交番や小中学校の校長先生を交えて通学路の安全確認や危険個

所など、情報交換をしました。情報を共有することで、子供たちの安全を確保していきたいと思います。 

                  

〇笹巻作り 

６月６日（日曜日） 子ども達が地域のボランティアの皆さんと一緒に楽しく笹巻作りをしました。だんごをこねて丸めてか

ら、教えてもらいながら笹に包みました。子ども達もだんだん上手に巻けるようになり、とても楽しい端午の節句の行事と

なりました。 

                  



〇手話講座１回目 

５月２２日（土曜日） １回目はあいさつの手話を覚えようで始まりました。出雲市の福祉推進課の方に教えていただき、

１４名の参加者がありました。皆さん熱心に、楽しく受講されました。                 

 

  

〇子どもチャレンジ「やさいをそだてよう」 

５月１６日（日曜日） 小学生や保護者の皆さんでで、畑にさつま芋、バケツプランターにトマトの苗を植えました。畑には

マルチを張り、穴をあけて植えていきました。苗が大きくなるのがとても楽しみになりました。 

                 

〇あいサポーター研修１回目 

５月１１日（火曜日） あいサポーターについて出雲市福祉推進課の方にお話ししていただきました。参加者の皆さんは、

障がいについて知ることから始め、困っていることは共に支え合うという、あいサポート運動の理念と実践について研修

をされました。 

                    

〇いきいきくらぶ 

５月７日、１４日、２１日（金曜日） 高齢者サロン、いきいきくらぶが始まりました。５月は行政センターより小村保健師さ

んに来ていただき、健康のお話しや簡単な体操などを指導していただきました。短時間ではありましたが、とても楽しい



時間を過ごしました。 

                     

〇キャッサバを植えよう 

５月６日（木曜日） コミセンの北側の畑を借り、ブラジル農業指導者ヤマウチさんの指導でキャッサバ芋を植えました。

その後、ブラジルの料理を管理栄養士の園山さんに作ってもらい試食をしました。ブラジルの方も参加され、楽しい交流

の場となりました。 

                  

〇コミセンカフェ・コパン 

４月２３日（金曜日） コミセン集会室にて、今年度初めてのカフェをチューリップの会の皆さんが行いました。消毒、換気

はもちろんのこと、パーテーションを利用し仕切りを設け、観葉植物を合間に置いたりして、間隔をとって皆さんに楽しん

でいただきました。 

                   

 

 

★多くの自主企画事業やコミセン事業は、伊波野地区自治協会からの助成金の一部を使って います。伊波野自治協

会では個人加入も随時受付中です。 

 

 詳しくは、伊波野コミュニティセンターにお問い合わせください。 

 ＴＥＬ ０８５３－７２－１３１１ 

 

                

      


